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　迫圏域の活動は「地域住民が主役」になれる内容を 協議体委員で模索し、平成２９年度から「行きつけサ
ロン おでって」が始まりました。町内のコミュニティ 推進協議会等と連携し、自分の趣味にも取り入れられ
る内容を企画。毎回内容を変え開催し、今では町内の 凄腕達人（趣味の範囲を超えるような作品等を作り上
げる人）を講師とし、身近な人から教われるアットホー ムなサロンを展開しております。
　また、ビッグイベントとなった「おでって net 杯グ ラウンドゴルフ大会」は 3 回開催することができ、毎
回１８０人超の方々に参加いただきました。足腰に不 安があり普段出歩くことがままならない方も参加し、
同じグループになった人が支え手となり、迫圏域の キャッチフレーズであり大会名称にも使われている「お
でって」が出来たことに万感の想いがありました。
　今後の展開として、小さな変化も見逃さないような 見守り体制の充実化を図るとともに高齢者のみならず、
地域住民全てが関わり合いの持てる仕組みやきっかけ づくりに「おでって」出来ればと思います。
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　「さんぽランドカフェ」を平成 29年度より始め、1・ 2 年目は当時ミニデイサービスでブームだった玄米ダ
ンベルを集まるきっかけにしました。3・4 年目は誰も が気軽に取り組めるニュースポーツ「室内ペタンク」
と内容を変え、誰でも参加できる行政区を越えた交流・ 健康づくりを目的に開催しています。男性の参加も少
しずつ増え、参加者より普段関わりの薄い方とも自然 に交流ができたと好評をいただいております。名称と
内容は全く関係ありません。地区名が隠されているの だとか。。。
　令和元年度は登米地区連絡会発案「男のつどい場㏌ 寺酒屋（じざかや）」を開催しました。男性も参加しや
すい集いの場にはお酒がポイントであることから、協 議体委員のお寺（玉秀寺）を会場に交流会を開催しま
した。こだわりの鍋と委員お手製の竹のコップで乾杯 し、団体間の交流が深まりました。
　「男のつどい場㏌ペタンク」として令和元年度に開催 しました。男性の社会参加の場づくり、関係機関の横
のつながり強化を目的に室内ペタンクで交流を図りま した。トモダチ作戦で参加団体を募り、11 団体から
15チームに参加していただき大盛況でした。
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　平成 29 年度より、町内 3 公民館の協力で「男愉～ 会（だんゆ～かい）」として、男のつどいの場を立ち上
げました。現在は米谷公民館を会場に月 2 回健康麻雀 を楽しんでいます。最近は、米谷地区だけでなく米川
地区からの参加も増えました。楽しむこと、考えること、 話すことをモットーに活動しています。
　平成 30 年度からは、「ふれあい駄菓子屋」を始めま した。「子どもからお年寄りまで楽しく交流できること」
を目的に、地域の方々の協力をいただき、米谷ふるさ と文化祭・錦織公民館まつりに出店しました。当日は
来場者との交流もしつつ、駄菓子屋としても好調でし た。
　令和元年度には、「支え合いの地域づくり研修会～広 げよう！おたがいさま～」として、仙台白百合女子大
学志水田鶴子氏を講師に迎え、暮らしの中で様々な人 や活動と関わることの積み重ねの大切さを学びました。
参加者からはこれからも自信をもって取り組みたいと 意気込みが　聞かれました。
　令和 2年度は令和元年度の研修をふまえ、「東和のお 宝発表会」を開催しました。地域の集まりや支え合い
を地域のお宝と捉え、町内 3 団体に活動発表を行って いただきました。東和にすでにあるもの、できている
ものを共有する機会となりました。
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　中田圏域では、協議体委員、ミニデイサービス・シ ニアサロンお世話人、福祉活動推進委員など様々な方
と一緒に、「なぜ集いの場が必要なのか？」を考えまし た。現在、ミニデイサービス・シニアサロンは全地区
開催しておりますが、これから課題となってくる、２ ０２５年問題へも視野を広げ、【地域の誰もが、安心し
て暮らすために】「感じること」「見えること」「私たち ができること」「皆さんが知っていること」などを出し、
話し合いました。これからも地域の誰もが安心して暮 らすために、自分たちができることを考えていきたい
と思います。
　「中田町お笑いダンベルの会」「男前ダンベル」は、 健康増進に関心のある方々が集い、活動しながら地域
貢献をしているグループです。それぞれの得意分野を 取り入れ、高齢者施設や幼稚園等へ交流と伝達をしな
がら地域との繋がりを作ってきました。今後も、集い の場など地域のニーズを見つけ生活支援に繋げていき
たいと思います。
＊「日本音健アワード」は、高齢者の健康をテーマとし た秀逸な「うたと音楽」を使ったレクリエーションに
授与される賞です。
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　石越圏域は、平成29年 9月に地域内のニーズや支え 手を把握する目的として 50 歳以上の方を対象にアン
ケート調査を実施しました。生活支援の中の移動支援に 関するニーズが高かったことから、移動支援に目を向
け課題や問題『自分たちにできることは何か』『将来の 自分たちにも必要なことは何か』を協議体委員で解決
してきました。令和元年 10 月より”住民互助”を合言 葉に会員制の助け合い活動『いしこし助け合いサービ
ス』が始まりました。運行開始から 1 年 6 カ月が経過 し最近では利用者の数も少しずつ増え、送迎中の車内
ではおしゃべりが弾み、情報交換の場となっています。 『ありがとう、助かる！』の言葉に支えられ“住民による、
住民のための、助け合い”がこれからも続いていきます。
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　平成 28 年度に事業が始まり、地域の支え合いと、 地域づくりを進める場として協議体が設置されました。
地域活動している住民の方を中心に、関係の深い専門 職や団体で委員を構成。「米山にあったらいいなぁ～」
の話し合いを重ねてきました。平成 29 年度は自分達 でできる居場所づくりとして、米山総合保健福祉セン
ターロビーに「カフェよっぺす」をオープン。特技の ある地域の方を講師にお願いし、「よっぺす講座」を開
催しながら、センター敷地内にある「イベント広場」 でグラウンドゴルフ交流会も開催してきました。活動
当初から、交通手段の課題があり、平成30年度に「地 域の助け合い送迎を学ぶ研修会」を開催。参加された
多くの方が、助け合い送迎を必要と感じていることが 分かりました。また、令和元年度には登米市のデマン
ドの研修を行ない、令和 2 年度にバスの乗り継ぎ体験 「バスでＧＯ！」を実施。協議体委員が体験した結果を
踏まえ、改善点について米山総合支所を介し、バス運 行会社に繋げることもできました。令和 3 年度も地域
の声を聴きながら、より地域に密着した取り組みを目 指していきます。
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　平成 28 年度から始まった生活支援体制整備事業。高 齢者の介護予防と地域での支え合いの充実を目指し
て、住民の方々による協議体を発足し「南方にあったら いいなぁ　～」を話し合う中で「誰でも気軽に寄れる
喫茶店のような集いの場が欲しい」との声が上がり、平 成29年10月の“みなみかた秋まつり”でお試しカフェ
を出店。翌月からは毎月定例の無料カフェ「よっぺすカ フェみな♡みかた」をオープンしました。カフェスタッ
フとなった協議体委員の思いは『一人の話は、地域のこ ととして耳を傾けること』。コーヒーを飲みに来たあ
る方は、何度も足を運ぶうちにスタッフ側に加わること もありました。平成 30 年度にはスタッフも勉強会を
しようと、登米市米山・南方地域包括支援センターや登 米市健康推進課の保健師、栄養士の協力を得て、認知
症講座や健康教室を開催。令和 2 年度は新型コロナの 影響でカフェ活動が休止となる中で、人と人を繋ぐ為
に、今できることは何かを話し合ってきました。令和３ 年度は「コロナ禍でもできる見守り」や認知症の正し
い理解など、支え合いの新たな取り組みをスタートしま す。
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　地域の方々から、今後も続けたいとの声が多数寄せ られている青空マーケット。皆が元気になる活動をテー
マとして企画・実施し、世代を問わず、子どもからお年 寄りまで、地域の人が誰でも気軽に集まれる場所作り
を目的に開催してきました。準備から片付けまで沢山 の方からご協力を頂く事で、地域での支え合いの大切
さを実感できる機会となっています。町内の方々は、 手芸・創作活動の得意な方が多く、展示発表の場とし
ても実施しています。買い物はもちろんですが、品物 の作り方や材料などを聞く情報交換の場にもなってい
るようです。令和２年度はコロナウイルス感染防止の 観点から開催する事が難しかった為、令和３年度は開
催を実現し、地域の方々と笑顔で繋がり合える場を作 りたいと思っています。 
　平成３０年度は、健康マージャンや、だがし屋カフェ の事業も始まりました。だがし屋カフェは豊里が発祥
で、「地域福祉懇談会」で、地域の方々や小学５年生か ら出た意見を参考にしながら企画した事業となってい
ます。社会福祉協議会を知ってもらうきっかけ作りの 場にもなり、今では他の事業と合同で企画し楽しまれ
ています。 
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　どこの地域でもあることですが、津山においては、男 性の社会参加の機会を増やし、集いの場を確保するこ
とが健康につながると「健康マージャン」が始まりまし た。「楽しい」は持続することが可能です
　「気軽に集える場を作りたい」そんな声から始まった 「ゆいっこ茶屋」でしたが、回を重ねるごとに参加者
が増え、「こんなのやってみたい」という皆さんの「声」 を活かすようになってきました。その「声」から生ま
れた「つまみ細工おひなさま」がとてもステキにできま した。参加者同士はもちろんですが、近隣の人たちに
も教え合い、今まで以上のつながりが生まれました。ま た、津山には手芸品づくりが好きな人が多く、作品展示、
観覧の場として、「つやま手芸展」を開催しています。 
　津山は宮城県で唯一コンビニがない町です。商店も数 件程度で日常生活の買い物は隣町もしくは石巻まで足
を運ぶことになります。今では、様々な家庭のかたち、 状況にあった田舎町ならではのニーズに沿った方法で
「移動販売」が利用されています。今では、移動販売が 来る予定時間に合わせて集まる「集いの場」にもなっ
ています。 
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最　終
目　標   地域のことは 地域で解決！
 制度・サービスだけ に頼らない地域づくり

ご近
所さ
んで
ない
と気
づか
ない
、

ちょっ
とした

変化
への
気づ
き

活動の中で、様々な課題への気づき
につながります。問題解決に向けた
次の展開がみえてきます。

活動することで、新たなつながりや
活動者の生きがい創出、地域の活性化
につながります。

まずは話し合い。
ずっと住み続けられる地域には
どんな活動が必要か？
みんなで一緒に考えます。話し 合い
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広げよう！おたがいさま
～たすけ合い・ささえ合い・おらほの宝～
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